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(2) 包絡線に Rayleigh そして位相角に一様なフェージングを受けた角度変調波の SN比を改善
する復調法が述べられ，通常の FM検波システムと比較検討されている。
(3) システムの利得変動に不感応である FM式雑音電力測定法の原理が新しく提案され，徴弱な
入力雑音のもとでの測定感度の解析により最適の動作領域が存在することを明らかにしてい
る。
このように著者は角度変調された狭帯域雑音の復調法および応用に関して研究を行ない，その
業績は通信工学の分野における発展に貢献している。
そこで本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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